圧電単結晶の音響関連物理定数決定に関する理論的検討
Theoretical considerations for determining acoustical physical
constants for piezoelectric single crystals 

　図1　各定数を変化させたときの
回転Y板縦波音速の変化
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1. まえがき　
　圧電単結晶は、・・・

　　　　　　　　（略）

これらの圧電単結晶はこれまで多くの音響関連物理定数(弾性定数、圧電定数、誘電率、密度)が報告されている[1-6]。・・・

　　　　　　　　（略）

本報では、種々の圧電単結晶に対して、LFB/PW-UMCシステムを用いた高精度な音響関連物理定数の決定方法について理論的な検討を行なう。
2. 音響関連物理定数決定方法
　図１は、文献値[1]の定数を用いて、
[image: image1.wmf]、
[image: image2.wmf]、e33の各定数を±1%変化させたときの回転Y板の縦波音速の変化を計算した結果である。
　　　　　　　　（略）

3. 解析結果

　　　　　　　　（略）

4. あとがき
　　　　　　　　（略）
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